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1.は じめ に

 この 論 文 の 目 的 は、 英 語 の 前 置 詞aboveとoverの 本 質 的 な意 味 を明 ら か に す る こ とで あ る。

aboveとoverの 意 味 の類 似 点 と相 違 点 に関 して は、辞 書 、論 文 、研 究 書 な ど にお い て既 に繰 り返 し

論 じ られ て い る の で 、再 考 す る 余 地 は な い と言 わ れ る か も しれ な い。 しか し、 実 際 に は 、 こ の2つ

は対 等 に論 じ られ て い た の で は な く、overの 意 味 の 多 様 性 を記 述 す る際 の補 助 手 段 と してabove

が 用 い られ る こ とが暫 ら く続 い て い た 。 認 知 言語 学 に お い て は 、Brugman（1981） がoverの 多 義 性

の分 析 を行 っ て以 来 、overは 主 に 動 詞 と結 び付 け て論 じ られ て きた 。 た と え ば、 over the cityと い

う前 置 詞 句 に お け るoverの 意 味 を考 え る の で はな く、The plane flew over the city.と い う動 詞 を

中心 と した 文 中 で のoverの 働 きが 論 じ られ て きた 。この よ う な分 析 にお い て は、動 詞 の 意 味 の 多 様

性 に応 じてoverも 多様 な意 義 を 派 生 す る とい う こ とに な る 。 考 察 の 中 心 は動 詞 の後 のoverに あ

り、aboveに は、 overの 意 味 を照 ら し出 す 役 割 の み を与 えて いた に過 ぎ な い。

 aboveとoverの 意 味 を対 等 に論 じた の は、 Tyler and Evans（2003） で あ る。 彼 ら はoverの 基

本 的 意 味 を動 詞 な どの意 味 か ら分 離 し て提 案 した 後 、overとaboveの 基 本 的 意 味 を対 照 す る こ と

に よ り、両 者 の 関 係 を論 じ て い る。 そ れ に よれ ば 、aboveもoverも 基 本 的 に は物 理 的 空 間 の 中 で 、

基 準 とな る もの （landmark） の 上 方 に他 の もの （trajector） を位 置 づ け る点 で 同 じで あ る。 相 違 は、

aboveが もの を遠 くに位 置 づ け る の に対 して 、overが もの を近 くに位 置 づ け る点 に あ る とい う。〈遠

く （distal）〉 とは、2つ の もの が接 触 で き な い距 離 の こ とで あ り、 〈近 く （proximal） 〉 と は、2つ

の もの が接 触 し うる距 離 の こ とで あ る。 す な わ ち 、2つ の語 は 、 上 方 の 空 間 を距 離 に よ って2分 す

る こ とに よっ て 、 同 一 の物 理 的 空 間 内 で 相 補 的 に作 用 す る とさ れ て い る。

 小 論 で は 、Tyler and Evans（2003） の 説 に代 わ る新 た な仮 説 を提 案 し、 これ に よ っ て 説 明 さ れ

る事 実 群 を挙 げ る こ と を 目的 とす る 。彼 らの 説 に よれ ば 、aboveとoverは 、基 本 的意 味 の 場 合 、 同

一 の 物 理 的 空 間 を分 け合 っ て
、2つ の もの の 関 係 を定 めて い る 。相 違 は、2つ の もの が 接 触 し う る

か 否 か を 区分 す る距 離 だ けで あ る。 それ に対 して 、 これ か ら示 す 考 え方 に お い て は 、aboveとover

は別 々 の空 間 内 で 作 用 す る。aboveは 、垂 直 軸 （vertical axis） の 内部 で の み は た ら くの に対 して 、

overは 、垂 直 軸 を用 い る けれ ど も、2次 元 的3次 元 的 に広 が る空 間 内 で、 もの の上 方 を 指 し示 す 。

言 い 換 え れ ば 、aboveは 、抽 象 度 の 高 い線 的 空 間 を領 域 とす る の に対 して 、 overは 、 そ れ よ り具 象

的 な 触 知 可 能 な 空 間 を領 域 とす る概 念 で あ る。

 前 置 詞 の意 味 につ い て論 じ る際 に は 、英 語 母 語 話 者 の 内省 を資 料 とす る こ とが しば し ば行 わ れ る。

事 実 、これ か ら言 及 す る文 献 にお い て も、そ の よ う な手 段 で得 た 資 料 に 基 づ く議 論 が な され て い る。

しか し、 この論 文 で 展 開 す る議 論 は 、母 語 話 者 の直 観 的 判 断 に基 づ く資 料 に で は な く、 実 際 に用 い

られ た 文 章 の 中 か ら選 び 出 した 使 用 例 に 依 存 す る 。 そ の 主 な理 由 は、 分 析 の主 体 が 、 英 語 を 母 語 と

して い な い こ と、 また 、 コ ン ピ ュ ー タ を用 い て豊 富 な 実 例 を観 察 す る こ とが で き る よ うに な った こ



とで あ る。 この こ とは、直 観 的判 断 に基 づ く研 究 を否 定 す る もの で は な い 。母 語 話 者 に よ る判 断 を、

実 例 の観 察 に よ っ て補 う こ とに よ って 、 よ り精 緻 な 観 察 へ と向 か う こ とが で き る と考 え られ る。 し

た が っ て 、2種 類 の資 料 は、 補 い 合 う関 係 に あ る 。 以 下 で提 示 す る使 用 例 の う ち、 出 典 が 記 され て

い な い もの は、 す べ てBBC Newsか ら引 用 した もの で あ る （注4を 参 照 ）。

2.記 述 の前 提

 この論 文 の 目的 は、 言 語 の意 味 を記 述 す るた め の 一 般 的 概 念 を論 じ る こ とで は な く、2つ の 類 似

した 意 味 を持 つ 前 置 詞 の 本 質 的 な 意 味 を見 出 す こ とで あ る。 し た が っ て 、 意 味 論 一 般 に触 れ る こ と

は最 小 限度 に と ど め る こ とにす る 。 しか し なが ら、 これ か らの 記 述 は、 い くつ か の 前 提 の上 に成 り

立 っ て い るの で 、 そ の前 提 とな る 考 え方 を簡 単 に 記 す 必 要 が あ る 。

 前 置 詞 の意 味 を記 述 す る際 に必 要 な道 具 とし て 、 認 知 言 語 学 で 一 般 に認 め られ て い る概 念 を受 け

入 れ る。 特 に重 要 な こ と は、 前 置 詞 の 意 味 が 素 性 の 集 合 また は抽 象 的 命 題 と して 記 憶 され て い る の

で は な く、 イ メー ジ ・ス キー マ と して 表 示 され て い る とい う前 提 を採 用 す る こ とで あ る。 この 考 え

方 は、overを 研 究 したBrugman（ ［1981］,1988:9－10） に始 ま り、Langacker（1987,1999） 、 Lakoff

（1987:453） 、Dewell（1994） 、 Kreitzer（1997） 、 Tyler and Evans（2001,2003） な どに 広 く受 け

継 が れ て い る。

 前 置 詞 は、2つ の もの の 関 係 を 表 す と言 わ れ る こ とが あ る。 し か し、 こ こで は、前 置 詞 の意 味 は、

あ る空 間 内 で 、もの な どに基 づ い て指 定 され る 区 域 あ る い は方 向 で あ る とい う前 提 で 記 述 を進 め る。

この よ う に仮 定 す る と、 前 置 詞 の 意 味 が2つ の もの の 関 係 と見 え るの は 、 もの に基 づ い て 前 置 詞 が

指 定 した 区 域 や 方 向 に 、 別 の もの を位 置 付 け る操 作 が 加 わ った 結 果 で あ る とい う こ とに な る。 この

点 はLangacker（1987） の考 え と は少 し異 な る の で 、 説 明 が 必 要 か も しれ な い 。 Langacker（1987:

217） に よれ ば、 前 置 詞 の 機 能 は 、 もの と もの の 関 係 を指 定 す る こ と、 よ り抽 象 的 に は、2つ の事 物

と、 その 関 係 を指 定 す る こ とに あ る。 た とえ ば 、part of the wallと い う表 現 に お け る 前 置 詞ofは 、

partとthe wal1と い う2つ の も の の 関 係 を表 し て い る とい う。 し か し、 別 の と こ ろ で （p.286）、

Langackerは 、 Hawkins（1984） が 導 入 した探 索 領 域 （search domain） とい う概 念 に言 及 す る。

探 索 領 域 とは、 場 所 表 現 が 対 象 物 （trajector） の 存 在 す る位 置 と し て 限 定 す る 区域 の こ とで あ る。

Langacker（1999:53－55）は 、 一 般 的 な前 置 詞 の 用 法 で は、 探 索 領 域 が 潜 在 的 で あ る の に 対 し て 、

前 置 詞 句 が 主 語 と して 用 い られ る場 合 に は、 そ れ が 顕 在 化 す る とい う。 た とえ ば 、the table beside

his bedと い う表 現 に お い て は、 前 置 詞besideがhis bedに 基 づ い て 、 the tableの 位 置 を 定 め る こ

とに よ っ て、2つ の もの の 関係 を指 定 す る とい う こ と に な る 。 この例 で は 、 探 索 領 域 は潜 在 的 で あ

り、 二 者 の関 係 が 際 立 っ て い る とい う。 それ と は対 照 的 に 、？Near the fire is warmer.と い う例 で

は、 前 置 詞 句 の探 索 領 域 が 際立 っ て い る とい う。 この よ うに 前 置 詞 句 を主 語 と した 例 は 実 際 に 用 い

られ る こ とが あ り、 この 場 合 、 探 索 領 域 が 顕 在 化 し、 そ こにwarmerと い う属 性 が 与 え られ て い る

こ と に な る。 この よ う に、Langackerは 、前 置 詞 の 基 本 的 意 味 は 、関 係 で あ り、探 索 領 域 は特 殊 な

場 合 を除 い て は 潜 在 し て い る と考 え て い る よ うで あ る。 小 論 にお い て は、 逆 に、 前 置 詞 の 基 本 的 意

味 は、 も の に基 づ い て探 索領 域 を指 定 す る こ とで あ る と考 え る。 別 の 対 象 を、 そ の 探 索領 域 に位 置

づ け る こ とは 、 そ の 対 象 と前 置 詞 句 を合 成 す る際 に起 き る こ とで あ り、 前 置 詞 そ れ 自体 の 意 味 で は

な い と仮 定 す る。 な お今 後 、 探 索 領 域 を 「区域 」 と呼 ぶ こ とにす る。

 も う ひ とつ 注 意 す べ き こ とは、 前 置 詞 そ れ 自体 が 表 す の は、 経 路 （path, trajectory） で は な く、

あ る空 間 内 の 区 域 また は 方 向 で あ る と い う こ とで あ る。1た だ し 、以 下 のaboveとoverの 分 析 に関

して は、 方 向 で は な く区域 が 問 題 とな る。 そ れ で は、 一 般 に前 置 詞 が 経 路 を表 す とさ れ る場 合 は、



どの よ う に考 え る べ きな の で あ ろ うか 。 経 路 と は、 移 動 に付 随 す る概 念 で あ る。 もの が移 動 す るか

ら経 路 が あ る の で あ る。 実 際 、 前 置 詞 が 経 路 を表 す とされ る の は、 移 動 の 動 詞 に付 随 す る場 合 で あ

る。 も う一 度 、The plane flew over the city.を 例 に とれ ば、 over the cityが 飛 行 機 の 経 路 と解 釈

で き る の は、 動 詞flewが 移 動 を表 す か らで あ る。 例 文 をThe moon hung over the city.に 変 えれ

ば、over the cityは 月 の 位 置 を表 す こ とに な る。 経 路 か位 置 か は、 動 詞 の 意 味 に依 存 して 決 ま る こ

とで あ り、前 置 詞 自体 の 意 味 で は な い （嶋 田 （1998） を参 照 ）。

 認 知 言 語 学 に お け る 前 置 詞 の意 味 分 析 は 、 前 置 詞 そ の もの の 分 析 とい う よ りは、 む し ろ動 詞 の 補

部 と して の前 置 詞 の分 析 に力 点 が置 か れ て い た 。 そ の こ とは 、 多 くの 前 置 詞 の 分 析 が 移 動 表 現 の 分

析 か ら始 ま る こ とが物 語 っ て い る。 また 、 意 味 記 述 の 用 語 と して 、 トラ ジ ェ ク タ ー （trajector） と

ラ ン ドマ ー ク （landmark） とい う語 を採 用 した こ とに も現 れ て い る。 この2つ の用 語 は、 前 置 詞 の

意 味 記 述 で用 い ら れ、 さ ら に は、 文 の 主 語 と目 的 語 に対 し て も用 い る よ う抽 象 化 さ れ て い る。 前 置

詞 に限 っ て言 え ば、 トラ ジ ェ ク タ ー は、 ラ ン ドマ ー ク を参 照 点 と し て位 置 づ け られ る もの で あ り、

そ の 定 義 は 移 動 を伴 う場 合 に も、 静 止 し て い る場 合 に も あ て は ま る とい う （Langacker（1987:

217））。 しか し、 トラ ジ ェ ク ター とい う語 は、 弾 道 ・軌 道 を表 すtrajectoryか らの派 生 語 で あ り、 そ

の基 本 的 意 味 と し て 〈軌 道 を通 る もの〉 とい う移 動 の概 念 が あ る こ と を忘 れ て は な らな い 。 ラ ン ド

マ ー ク は、 基 本 的 に は、 旅 行 者 な どが 自己 の 位 置 を知 るた め の 目標 で あ る。 い ず れ も、 移 動 に 関 与

す る語 で あ り、 移 動 に 関 わ る意 味 分 析 か ら前 置 詞 の意 味 を始 め る こ と を示 唆 して い る。 しか し、 小

論 で は、 前 置 詞 の 機 能 は、 そ れ が 前 提 とす る図 式 の 中 に 区 域 （探 索 領 域 ） また は方 向 を指 定 す る こ

とで あ る と考 え る。 し た が っ て 、 経 路 は、 前 置 詞 が本 来 持 つ 意 味 で は な く、前 置 詞 の 指 定 す る 区域

の 中 に、 動 詞 が位 置 づ け る概 念 で あ る。

 こ こで 用 い る用 語 に つ い て 、 一 言 ふ れ て お く。 前 置 詞 の機 能 を上 で 述 べ た よ う に仮 定 す る と、 ト

ラ ジ ェ ク ター とい う概 念 は 、前 置 詞 の 意 味 に直 接 的 に は関 与 しな い。 した が っ て 、今 後 の 記 述 で は、

先 行 研 究 に言 及 す る場 合 以 外 は 、 この概 念 と用 語 は使 用 しな い 。 しか し、 従 来 、 ラ ン ドマ ー ク と呼

ば れ て い る概 念 は 必 要 で あ る。 以 下 の記 述 で は、 これ を 「基 準 」 と呼 ぶ こ とに す る。 した が っ て 、

前 置 詞 は、 あ る 「基 準 」 に基 づ い て 、 あ る 「区 域 」 を指 定 す る とい う言 い 方 を す る。

3.先 行 研 究

 aboveとoverを 比 較 して 問題 と さ れ る の は、 近 接 性 、 影 響 力 、 真 上 とい う3つ の概 念 で あ る。

 aboveとoverの 用 法 に関 す る比 較 は 、論 文 や 著 書 の 一 部 分 と して 語 られ る こ とは あ っ て も、そ れ

が 主 要 な話 題 とな る こ とは な か っ た と思 わ れ る。そ れ は、overの 使 用 法 が 多様 で あ る の に比 べ れ ば、

aboveの 用 法 が 限 られ て い るの で 、 両 者 が 対 等 に扱 わ れ る こ とが な か っ た た め で あ る。 し か し、

Brugman（ ［1981］,1988） 以 前 の 前 置 詞 に 関 す る文 献 に2つ を対 比 した 記 述 が 散 見 され 、 そ の 後 の

overに 関 す る議 論 で は 、 動 詞 とoverが 結 合 した 意 味 を 記 述 す る た め にaboveとoverの 比 較 を し

て議 論 を補 って い る。 さ ら に、Tyler and Evans（2003） は、 overの 意 味 を動 詞 の意 味 な どか ら分

離 し て、 そ の 中 心 的意 味 （proto－scene） を仮 定 し た上 で 、 aboveと 比 較 して い る。 この 節 で は、 そ

れ らに つ い て 記 して お く。

 Brugman（ ［1981］,1988:41－42） は、 aboveとoverを 比 べ て 、 相 違 点 を2つ 観 察 して い る。 ひ と

つ は、2つ の もの の親 密 さ （intimacy） で あ り、 も う ひ とっ は 、 一 方 が他 方 の 真 上 に あ る か否 か で

あ る。 （1）の 例 を 示 し てBrugmanは 次 の よ う に言 う。 （1 a）の場 合 、 衛 星 が 地 球 か ら離 れ れ ば離 れ

る ほ ど、overの 使 用 が不 適 切 に な る。 また 、 （1b）の よ うに火 で 物 を焼 く場 合 に は、 overが ふ さ わ

しい 。 つ ま り、overは 親 密 な関 係 を表 す の に ふ さわ しい こ とに な る。



(1)  a  . The satellite is orbiting 100 miles above/?over the earth. 
 b  . We roasted marshmallows over/?*above the campfire. 

 c  . Their apartment is above/over ours.

さ らに 、 （1c）に つ い て は、 彼 ら の部 屋 が 我 々 の 部 屋 の 真 上 、 す な わ ち 、我 々 の 部 屋 か ら垂 直 軸 を上

に伸 ば した所 に あれ ば 、aboveもoverも 適 切 で あ る 。 しか し 、 そ こ か ら外 れ た 所 に あ る場 合 に は、

適 切 な の はaboveの み で あ る。（この よ う な真 上 に関 す る観 察 は、す で にWood（1967） 、Leech（1969:

173）、Bennett（1975:57） に よ っ て もな され て い る。 また 、 Leechの 観 察 は、 小 西 （1976:139） が

言 及 して い る。）

 Taylor（1989:112－113） は、 Brugmanの 言 う親 密 さ とい う概 念 を 、 影 響 （influence） とい う概

念 に変 え て い る。 つ ぎの 例 （2a） の 意 味 合 い は 、 ラ ンプ が テ ー ブルの 上 方 に あ り、 テ ー ブル にか な

り接 近 （close） して い て 、 影 響 を及 ぼ し う る こ とだ とい う。

(2)  a  . The lamp hangs over the table. 
 b  . Pull the lamp down over the table.

影 響 が あ る こ と は、 （2b）で は 明 瞭 に な り、 テ ー ブ ル を照 らす と き に は、 overをaboveに 代 え る こ

と はで き な い 。 これ はaboveが 相 互 作 用 （interaction） の 無 い こ と を示 唆 す る か らで あ る とい う。

注 目す べ き こ と は、Taylorが 、 こ こで 、 overに は近 接 性 と影 響 とい う意 味 合 い が あ る こ とを 指 摘 し

て い る点 で あ る。

 Dewell（1994:374－375） は、 BrugmanとTaylorの 考 え を受 け入 れ て 、 aboveが2つ の もの が 分

離 （separation） して い る こ と を含 意 す るの に対 し て 、 overは 一 方 の も の を他 方 の 影 響 範 囲 内 に位

置 づ け る とい う。 ま た 、Kreitzer（1997:308－309） は 、 真 上 とい う こ とに 注 目 し、 aboveが 茫 洋 と

広 が る領 域 を 指 し示 す の に対 して 、overは 真 上 で比 較 的近 い と こ ろ に対 象 を位 置 づ け る と考 えて い

る。

 Tyler and Evans（2003） は 、 それ まで の 研 究 を踏 ま え て、 aboveとoverの 意 味 の比 較 を詳 し く

行 っ て い る。 彼 らは 、 そ の比 較 に 先 立 っ てoverの 意 味 分 析 を行 い 、 overの 中 心 的 意 味 が 〈経 路 〉で

あ る とす る従 来 の 説 を退 け、 ラ ン ドマ ー ク （LM） の 真 上 で 、 か つ 近 い 位 置 に トラ ジ ェ ク タ ー （TR）

を置 く こ とがoverの 中 心 的 意 味 で あ る とす る 。TRとLMが 近 接 し て い る こ と とは 、機 能 的 に は相

互 に影 響 を与 え 合 う 関係 に あ る こ とで あ る とい う。 この よ う にoverの 意 味 を規 定 した 後 で 、 above

の 意 味 を提 案 す る。そ れ に よ れ ば 、aboveはLMの 上 方 で 、か つ遠 い 空 間 にTRを 位 置 づ け る。 TR

とLMの 関 係 が遠 い とい う こ とは、機 能 的 に は相 互 に影 響 を与 え な い とい う こ とで あ る。Tyler and

Evans（2003:112） は、 つ ぎの 例 を示 し て 、 距 離 とそ の機 能 に よ る仮 説 の正 当 性 を 主 張 す る。

(3)  a  . Nora twirled over the polished floor. 
 b  . Nora twirled above the polished floor.

（3a）の表す状況では、人物Noraが 床に接触 して踊 った ということになる。それに対 して、（3 b）

では、接触の解釈が不可能であ り、人物 は空中かバルコニーで踊った ことになる。 この相違は、彼

らが仮定 したoverとaboveの 中心的意味から直接由来す ることになる。

 Tyler and Evans（2003） は、 ものの関係が真上か否か という区別が副次的に生 じると考えて、

近接性 とそれに伴 う影響 の有無を重視 した解決案を提示 した。それによれば、英語では、LMの 上方



の空間を距離によって遠近2つ に分け、遠い方にaboveを 、近い方にoverを 割当てていることにな

る。つぎの節では、この仮説 を否定 し、新たな提案をする。

4.aboveとoverの 本質的な意味

 aboveとoverに ついて積み重ね られてきた観察結果を基に、 Tyler and Evans（2003:110―115）

は、それぞれの中心的意味 をイメージ・スキーマの形式で提案 した。それによれば、aboveとover

は、基準 となるもの （landmark） の上方に別の もの （trajector）を位置づける点では同じである。

相違は、その距離 にあり、aboveが 基準か ら〈遠い （distal）〉ところにものを置 くのに対 して、 over

は〈近い（proximal）〉ところにものを置 く。この距離による区別 に付随して機能的意味があり、above

が接触 しえないことを、overが 接触の可能性のあることを表すという。

 このような仮説が前提 としているのは、2つ の前置詞が同一の空間内で働 き、相補的に場所を指

定しているという考 え方である。しか し、この前提 を受け入れて、距離による説明を試みても、2

つの前置詞の相違 は明確にはならない。 もうひとつの問題、すなわち、真上か否かの区別に直接的

な説明を与 えることができないからである。そこで、本論では、この2つ が同一の3次 元的物理空

間内で作用するという前提を否定 した上で、つぎのように提案する。aboveとoverは 別々の空間を

領域 としている。aboveは 、垂直軸 （vertical axis）という線的空間を領域 とし、その内部に区域を

指定する。それに対 して、overは3次 元の触知可能な広が りを領域 とし、その内部に区域を指定す

る。この前提の下で、それぞれの前置詞の基本的意味を次のように仮定する。

 （4）aboveの 意味

   aboveは 、垂直軸を領域 とし、その軸上 にある点を基準 として、それより高い区域を指定す

   る。その際、意味の焦点は、その点 と指定区域 との高度差に置かれる。

たとえば、above Aと いう表現は、 A点 を基準 として、それ より高い区域を指定する。注意すべき

ことは、基準 となる点が抽象的な垂直軸上にあることである。た とえAが3次 元的具体物を指し示

す名詞句であっても、above Aと いう表現の解釈 は、定義上、1次 元的垂直軸内でなされる。した

がって、水平軸に沿 った広が りは捨象されることになる。

 （5）overの 意味 （初案）

   overは 、3次 元の空間 を領域 とし、その空間内にあるものを基準 として、その上方に区域 を

   指定す る。基準 となるものには、3次 元空間内での大きさと形状があるので、指定区域 もそ

   れに応 じた広が りをもつ。

たとえば、over Aと いう表現は、 Aが 指示する対象を基準 として、その上方に広がる空間を区域 と

して指定する。Aが 指示するものには、線、面、立体などのように、3次 元的にまで広がる形状が

あるので、その大 きさと形 に応じた区域が指定 される。したがって、overの 解釈 においては、3次

元的広が りが重要 とな り、Aの 指示対象の上方のみが区域 となり、Aか ら外れる場所の上方は区域

ではない ことになる。また、区域は基準Aの 上に接触 しているので、その区域 に別の対象が位置づ

けられるとき、その対象はAに 接触することもあれば、接触 しないこともある。どちらになるのか

は、具体的状況 によって決まることになる。2

 aboveとoverの 中心的意味を以上のように仮定することによって、先行研究で観察されていた



事 柄 、す な わ ち、近 接 性 、影 響 力 、真 上 か 否 か の 区別 を扱 う こ とが で き る よ うに な る。aboveは 、（4）

の 定 義 に よれ ば、1次 元 的 な 高 度 差 の み を 問 題 にす るの で 、aboveが 結 ぶ2つ の もの に は 、当 然 、高

度 差 が あ り、 そ の結 果 、 そ れ らは 、 「離 れ 」 て い る、 また は、 「遠 い 」 関 係 に な る。 この こ とが 機 能

的 に は、 「影 響 が な い」こ とに つ な が る。 ま た 、aboveが 真 上 で な い場 合 に も用 い ら れ るの は 、 定 義

上 、aboveが 水 平 方 向 を捨 象 す る か ら で あ る。 そ れ に対 して 、 overは 、3次 元 空 間 内 に あ る対 象 と、

そ の上 方 の 区域 に あ る対 象 を結 果 的 に結 び つ け る の で 、そ の2つ の 対 象 は 、overの 領 域 で あ る3次

元 的 に広 が る 空 間 の 中 で 、 特 別 な 〈ま と ま り〉 と して認 識 さ れ る。 つ ま り、 広 い 空 間 の 中 の2つ の

もの な の で あ る。 そ の こ とが 、2つ の もの は 「近 く」 に あ り、 相 互 に 「影 響 」 を与 え 、 しか も、 一

方 が 他 方 の 「真 上 に 」 あ る とい う認 識 を生 み 出 す の で あ る。

 aboveとoverに 関 す る以 上 の 考 察 は、 前 置 詞 の 意 味 につ い て （あ る い は 、 意 味 一 般 に つ い て ）考

え る 際 に注 意 す べ き こ と を物 語 っ て い る 。 そ れ は、Lakoff（1987） が 理 想 認 知 モ デ ル （idealized

cognitive model） を用 い て 、 ま た 、 Langacker（1987） が べ 一 ス （base） とプ ロ フ ァイ ル （profile）

とい う概 念 を 用 い て 、 言 葉 の 意 味 を特 徴 づ けた こ とで あ る。 つ ま り、 言 葉 は、 意 味 そ れ 自体 を他 の

もの か ら切 り離 し て描 き 出 す こ とは で き ず 、 必 ず 、 背 景 と な る モ デ ル あ る い はベ ー ス を 設 定 し て、

そ の 一 部 分 を指 し示 す （profile） こ と に よ って 、 意 味 を作 り出 す こ とで あ る。 した が っ て 、 基 盤 と

な るモ デル （前 置 詞 の場 合 は 、 それ ぞ れ の領 域 とな る空 間 ） が 異 な れ ば、 た とえ 同 一 の 指 示 物 を基

準 に した と して も、 意 味 と して 指 し示 され る部 分 は 、 全 く異 な る こ と に な る。

 さて 、 こ こで 、Tyler and Evans（2003） が 、 aboveに 関 す る彼 らの 中 心 的 意 味 に よ って は 説 明

で き な い と考 えた 用 例 に つ い て 考 察 し よ う。彼 ら は 、2つ の もの が 離 れ て い る と き に の みaboveが

適 切 で あ る と仮 定 した 。 しか し、 反 例 が あ る こ と に も気 づ い て い る （p.113,n.2;p.120） 。 そ の 例 は、

積 み 上 げ て あ る箱 を前 に して 、 ふ た りの 人 が話 を して い る場 面 で あ る。 一 人 が 、 あ る箱 を指 し示 し

て 、‘ls this the box you want？’と 質 問 し、 相 手 が‘No, not that box, the one above it.’と 答 え た

場 合 に は、 そ の 箱 （the one above it） は 、 基 準 とな る箱 （it）の す ぐ上 の 箱 、 つ ま り、 そ れ に 接 触

して い る箱 で あ る とい う。 これ が 事 実 で あ れ ば 、2つ の 問 題 が 生 じ る。 ぴ とつ は、aboveに よ っ て 、

上 に接 触 して い る もの を指 し示 し て い る こ とで あ り、 も う1つ は 、 基 準 とな る箱 の 上 に複 数 の箱 が

重 な っ て い て も、 指 し示 して い る の は 、 基 準 の 箱 に接 して い る箱 で あ る こ とで あ る。 この 例 を 扱 う

た め に、Tyler and Evans（2003） は、 aboveの 派 生 的意 味 と して 〈直 ぐ上 （the next one up） 〉

の 意 味 を設 定 す る。 しか しな が ら、 最 初 の 問題 点 、 つ ま り、 こ の状 況 で 箱 が 接 触 し て い る こ と は、

（4）の新 た な 提 案 で は、 問題 と は な らな い 。 なぜ な ら、 上 下 に 隣 り合 っ た2つ の箱 は 、aboveの 領

域 の 垂 直 軸 上 で は2つ の点 とな り、3次 元 空 間 で接 触 して い る こ とが捨 象 され る か らで あ る。 それ

に対 し て、第2の 問 題 点 、 つ ま り、基 準 と な る箱 の 直 ぐ上 の箱 を指 す とい う こ と は、 （4）の み に よ っ

て は解 決 で きな い 。 お そ ら く、 この 問 題 は 、 あ る もの を指 し示 す 際 の 参 照 点 （reference point） に

対 す る認 知 上 の 問 題 に関 係 が あ るの で あ ろ う。 た とえ ば 、 指 し示 す 対 象 とな る候 補 が 複 数 存 在 す る

場 合 に、 参 照 点 （この 場 合 は基 準 とな る箱 ） に最 も近 い もの が 選 択 され る とい う よ う な原 則 が あ る

の か もし れ な い 。 これ は興 味 深 い 問 題 で あ る け れ ど も、 これ 以 上 追 及 せ ず に 、 未 解 決 の ま ま残 す こ

と にす る。3

5.使 用 例 が示 すaboveと overの 意 味

 前 節 で は 、 （4）、 （5）と して提 案 し たaboveとoverの 意 味 に よ っ て 、 先 行 研 究 で観 察 さ れ た 基 本

的 な 事 実 が ほ とん ど説 明 で き る こ と を見 て きた 。本 節 で は 、実 際 に 文 章 の 中 で使 用 され たaboveと

overを 観 察 す る こ と に よ っ て 、上 の 提 案 を補 強 す る こ とにす る。母 語 話 者 の 作 例 を も とに した 内 省



による意味記述 とは、異なった種類の事実群が見えてくることになる。4

5.1.基 本的用法

 最初 に、真上か否かという問題に関わ る使用例を観察 しよう。上の提案の帰結 として、aboveは 水

平方向の広が りを無視するので、真上でなくてもよいのに対 して、overは 水平方向の広が りも考慮

するので、真上でなければならないことになる。つぎの例 は、aboveの 指定区域が基準の真上ではあ

りえない場合である。

(6)  a  . We were on the Ethiopian plateau, above the town of Zalambessa, which was 
       occupied by Eritrean forces for two years. 

 b  . We came upon some nomadic fishermen living in ragged tents pitched above the 

      sea, and I asked if we could buy some fish.

（6a）で は、町 より台地の方が高 く、 （6b）では、テントを張った所が海 より高いことが言われて

いる。現実世界の知識 に整合するように解釈するためには、標高差のみを選び出し、真上の可能性

を排除しなければならない。対照的に、overを 用いた以下の例では、区域が基準の真上にあると解

釈せざるをえない。なぜな ら、 （7a）と （7b）は、 どちらも海 と陸を基準 にして、その真上 に広が

る空間を対比 しているからである。

(7)  a  . It seems to me that some of the preliminary work could be done over the sea rather 
       than over the land, which it seems to me would be safer. 

 b  . I think the original route was to be more overland, but it was decided to head out 
        over the sea.

overの 役 割 は 、3次 元 的 に広 が る空 間 内 の 区 域 を選 び 出 す こ とで あ る 。 区域 は 、他 の 区域 と対 比 す

る た め に は 、 基 準 に付 随 す る もの と して 、 真 上 に あ る と解 釈 せ ざ る を え な い。

aboveが 高 度 差 の み を選 び 出 して 区域 を指 定 し、 overが 立 体 的 広 が りの あ る 区 域 を指 定 す る こ と

は 、 つ ぎ の例 に お け るabove the seaとover the Atlantic Oceanの 使 い分 け に も現 れ て い る。 （8）

の例 で は、 い ず れ もX metres above the seaの 形 式 が 用 い ら れ 、 Xに 具 体 的 な 距 離 を入 れ て 、 海

面 か らの 高 さ を指 定 し て い る。興 味 深 い こ とに 、aboveをoverに 代 えて 、 ＊X metres over the sea

とい う句 を探 し て も、 使 用 例 は見 つ か ら な い。 実 例 とし て現 れ る の は、 （9）の よ う に 固有 名 詞 を用

い たX metres over the Atlantic Oceanな どで あ る。

(8)  a  . The highest point of a rig is its flame tower, which is about 70 metres above the sea, 

        

. . 

 b  . Flying at 500m above the sea, the crew members were able to make out porpoises 
       in the  water  KÞ KÞ  . 

 c  .  KÞ  in order to confuse the enemy, they flew at maximum speed and 15 metres above 
      the sea in the direction of the  Antarctic  KÞ KÞ   . 

(9)  a  . The plane flew at 270 metres over the Atlantic Ocean on autopilot. 
 b  . The  plane  .  .  . reached 1350 mph (2172 kph) and 60000 feet (18288 metres) over the 

      Atlantic Ocean during its final flight.



 c  . The  aircraft  ... flew at under 100 ft (30 metres) over the Red Sea to avoid Egyptian 
   and Saudi radar.

the seaで もthe Atlantic Oceanで も実 質 的 に は 同 じ対 象 を指 し示 す こ とが で き る はず で あ る。 し

か し、使 用 例 に は偏 りが あ り、 （8）と （9）の例 は あ るの に対 して 、 ＊X metres over the seaと ＊X

metres above the Atlantic Ocean／the Red Seaの 類 は見 っ か らな い 。 以 上 の よ う な使 い 分 けが 実

際 に あ る とす れ ば、 どの よ うに説 明 で き る の で あ ろ うか 。 （4）と （5）の 本 質 的 意 味 に従 え ば、 海 面

か らの 高 さ を 主 に表 した い の で あ れ ば、 （8）の よ う にaboveが ふ さわ し く、 この 場 合 、 the seaが 指

す の は海 面 で あ れ ば ど こで もよ い の で あ る。 また 、 どの 海 の上 か を表 し た い の で あ れ ば 、 （9）の よ

うにoverが ふ さわ し く、 固 有 名 詞 を用 い る こ とに な る。 お そ ら く、 ＊X metres over the seaの 形

が 見 つ か ら な か った の は、 この形 が 不 可 能 で あ る か らで は な く、 用 い る状 況 が 実 際 に は無 か った か

らで あ ろ う。 この よ う にoverを 用 い る と、 海 （the sea） は 暗 黙 の う ち に 陸 （the land） と対 比 さ れ

る こ とに な り、 そ の 上 で 、 そ れ ぞ れ の 高 度 まで 対 比 す る こ と に な る。 そ の よ う に複 雑 な文 脈 は、 実

際 に は生 じ に くい の で あ ろ う。

 もち ろん 、Xmetresが 付 か な けれ ば 、 上 の （7）の よ う にover the seaの 使 用 例 は あ る。 こ の よ

うな場 合 は、 区域 は （陸 と対 立 す る） 海 の 上 に 設 定 す るだ け で あ る の で 、 そ の 区域 に位 置 づ け られ

る物 事 の海 面 か らの 高 さ はoverに よ っ て は決 ま らな い 。そ れ を 決 め る の は、現 実 世 界 に 関 す る知 識

で あ る。 た と え ば 、 （10）の 例 で は、over the seaが 指 定 す る区 域 に、 連 絡 船 の 航 路 、爆 発 物 の 投 棄 、

嵐 の通 過 とい う事 象 を位 置 づ け て い る。 そ れ ぞ れ の事 物 の 性 質 に よ っ て 、 区 域 の 中 の ど こ に位 置 づ

け られ るの か が 、 決 ま って くる （注2を 参 照 ）。

(10)  a  . A new ferry link over the sea to Skye is to link two of ScotlandKÑ s most remote 
         communities. 

 b  . The 138 Lancaster bombers dumped their  explosives  over the sea - as was nor-
        mal practice to ensure a safe landing. 

 c  . The storm was expected to intensify as it passed over the sea on its way to 
       Mozambique, the South African Weather Bureau said.

 さて 、っ ぎ にoverが 点 で は な く、広 が りの あ る もの を基 準 に す る こ とを 示 す 証 拠 を見 よ う 。今 ま

で 、above the seaとover the seaと い う表 現 を観 察 して きた 。と こ ろが 、 levelを 用 い た 表 現above

sea levelは （11a－b）の よ う に使 わ れ るの に対 して 、＊over sea levelは 使 用 さ れ な い。 同様 に 、 above

ground levelは （11c）の よ う に使 わ れ る け れ ど も、 ＊over ground levelの 使 用 例 は見 出 せ な い 。 こ

の こ とは、 どの よ う に説 明 で き る の だ ろ うか 。

(11)  a  . ... I am fairly certain that the Basin Reserve is above sea level. Bourda at 
        Georgetown in Guyana is definitely below sea level. 

 b  . Titicaca lies 3800m (12500 feet) above sea level between Peru and Bolivia. 
 c  . The fire was  150ft above ground level, which was high for firefighters to tackle.

the seaは 、物理空間に広がる海 を指 し示してい るので、 above the seaの 場合 には海の表面 を垂直

軸の1点 に写像 し、その点を基準 として垂直軸上の上方の区域 を指定す る。over the seaの 場合 に

は、物理空間内にある海 を基準 として、上方に広が る空間をその区域 として指定する。それ に対 し



て 、sea levelま た はground levelは 、抽 象 的 な垂 直 軸 上 に想 定 さ れ た 高 さ を測 るた め の 原 点 で あ り、

広 が り を持 た な い 。 した が っ て、aboveが 基 準 と して利 用 す る こ と は で き る けれ ど も、 overは 、3

次 元 的 な 広 が りの あ る基 準 を求 め る た め に、これ らを基 準 とす る こ とはで きな い とい う こ とに な る。

 しか し、overが 物 理 空 間 の み で 作 用 す る と考 え る と、説 明 の 付 か な い 事 実 が す ぐに 出 て くる。 そ

れ は 、overが 高 度 を表 す 数 値 を基 準 に取 る場 合 で あ る。下 の 例 で はoverが 、長 さ を表 す 数 値 を 基 準

と して 、 そ の 長 さ を越 え る高 さ を表 し て い る。 た とえ ば、 （12a） で は、 ダ ビデ 像 の 高 さが5メ ー ト

ル以 上 あ る こ とを、 （12b）で は、 軍 艦 の高 さ が9メ ー トル 以 上 あ る こ と を表 して い る。 また 、 （12c）

と （12d） で は、 そ れ ぞ れ 、 噴 煙 と 山 の 高 さが 明 示 さ れ た数 値 を越 え る こ と を表 して い る。

(12)  a  . The huge naked figure of David, over five metres high - nearly three times life 
        -size - stands on a new plinth in the Accademia Gallery under a small glass dome,KÞ , 

 b  . The 143-metre-long frigate, which is over nine metres tall, is powered by two gas 

        turbines and diesel  engines  .... 
 c  . Molten rock and mud poured down for several hours and a huge cloud of ash rose 

       over 10000 metres (35000 feet) high. 

 d  . Mount Everest is the highest mountain in the world at over 8850 metres (29000  ft) 
 high,  ....

この場 合 の数 値 は 、垂 直 軸 上 に割 り振 られ た 目盛 りと し て の 点 に あ た り、 物 理 空 間 に存 在 す る とは

考 え られ な い 。 した が っ て 、 ＊over sea levelが 用 い られ な い の は 、 sea levelが 物 理 空 間 内 の 概 念 で

は な い か らで あ る と説 明 す る の で あ れ ば、over five metresもfive metresが 物 理 空 間 に な い とい

う全 く同 じ理 由 で 用 い られ な い こ とが 予 測 され 、 （5）のover意 味 は事 実 に 合 わ な い 結 果 を もた ら

す こ とに な る。

 そ れ で は、 ＊over sea levelが 使 わ れ ず 、 over five metresが 使 わ れ る理 由 は、 何 で あ ろ うか。 そ

の 理 由 は 、sea levelが 高 さ を測 るた め の原 点 とし て、純 粋 に点 と して の み 解 釈 さ れ るの に対 して 、

five metresは 直 線 上 の 原 点 か ら5メ ー トル 離 れ た 点 とい う解 釈 の ほ か に 、5メ ー トル の 長 さ、つ ま

り線 的広 が り とい う解 釈 が あ るか らだ ろ う と思 わ れ る。 上 の （12a） のover five metresと い う表

現 は、垂 直 軸 上 に 広 が るfive metresと い う長 さ を基 準 に し て、 そ の 上 方 に あ り、 しか も、そ の長 さ

に応 じた 区域 を指 定 して い る と考 え よ う。 （12）の場 合 に は、 指 定 さ れ た 区域 が 基 準 の 長 さ に継 ぎ足

され 、 元 の基 準 よ り長 い長 さ を指 定 す る こ とに な る。 それ に対 して 、 ＊over sea levelが 使 わ れ な い

の は 、 基 準 で あ るsea levelが 点 で あ る た め に 、 それ に応 じた 広 が りをoverに よ っ て 指 定 で きな い

か らで あ る。 そ こで 、overが 使 わ れ る の は、3次 元 的 な物 理 空 間 で あ る とい う仮 定 （5）を捨 て て 、

つ ぎの よ う に仮 定 す れ ば、 上 の 問 題 は解 決 す る こ とに な る。

 （13）overの 意 味 （改 訂 案 ）

    overは 、そ の基 準 とな る もの に広 が りが あ る場 合 に の み 使 用 され 、基 準 に 応 じ た 区 域 を そ

    の 上 方 に指 定 す る。

こ こで 言 う広 が り とは 、1次 元 、2次 元 、3次 元 の いず れ で も よ く、over five metresの 例 は 、1

次 元 的 な 場 合 とい う こ と に な る。 ま た 、基 準 に応 じた 区域 とは 、 絶 対 的 な大 き さの 区域 で は な く、

基 準 の 大 き さ に 見 合 う大 き さ の 区 域 と い う こ と で あ る。 し た が っ て 、over five metresとover



10000metresで は、基 準 の 広 が りが 違 うの で 、そ れ に 応 じて 指 定 区 域 の 広 が り も異 な る こ とに な る。

 上 の 例 を扱 う際 に 、over five metresな どの 前 置 詞 句 が 区域 を表 す の で は な く、 原 点 か ら の長 さ

を表 す と考 え た 。 実 際 に （12）の 例 は 、 彫 像 、 船 、 噴 煙 、 山 の 高 さ を記 述 して お り、 それ ぞ れ 垂 直

方 向 へ の広 が り（長 さ）を持 っ て い る。 も ち ろ ん 、 こ の よ う な例 が す べ て な の で は な い 。 つ ぎ の （14）

の よ う に、原 点 か らの長 さの 無 い も の が 指 定 区域 に位 置 づ け られ る こ と もあ る。 （14a）で は、 weの

指 示 物 に、 また 、 （14b）で は、 some of themの 指 示 物 に 、 垂 直 な 広 が りが 認 め られ な い た め 、 そ れ

らは 、 基 準 の上 方 にoverが 指 定 す る 区域 に完 全 に入 っ て い る と解 釈 され る 。 つ ま り、 （14a） で は、

標 高3000メ ー トル を は るか に越 え る所 に我 々 が 居 た の で あ り、 我 々 の 長 さ が3000メ ー トル 以 上 あ っ

た の で は な い。

(14)  a  . We were well over 3000 metres above sea level and at least one of us was feeling 
        the effects. 

 b  . At over 3500 metres above sea level, some of them are the highest inhabited places 
        on earth.

したがって、overの 意味 （13）は、具体的な解釈 を与えられるとき、2通 りに実現することになる。

一方は
、（12）のように基準の長 さに指定区域 を継 ぎ足して、より長 いものを表す場合であり、他方

は、 （14）のように基準の長さは付加せずに、区域 のみを指定する場合である。

 さて、つぎに、aboveに 目を移 そう。 aboveが 数値 を基準 とする場合には、 overの 用例 （12）と

は対照的に、その数値を垂直軸上の点 として概念化 して、それを基準にして上方の範囲を指定 して

いる。つぎの （15a－d）の例においては、登山者の死 という事象、航空機の通過可能な高度、観測施

設、気球の到達点が指定区域内に位置付けられている。

(15)  a  . Between 1968 and 1987, 23 British climbers died above 7000 metres on peaks. 
 b  . Aircraft can only pass over these sites at altitudes above 5500 metres, which 

       means commercial flights should not be affected. 

 c  . The Paranal site is 2600 metres high, while US Keck facilities in Hawaii are above 
       4000 metres high. 

 d  . Vijaypat SinghaniaKÑ s balloon rose above  21000 metres to beat the previous best.

これ ら例 に お い て 、 物 事 は、aboveが 指 定 す る 区域 内 に完 全 に収 ま り、overに よ る （12）の よ う に、

対 象 物 が 原 点 か ら測 れ る長 さ を持 っ て い る の で は な い 。 した が っ て 、aboveの 意 味 に 関 す る仮 定 （4）

は、 この よ う に 数 値 を基 準 とす る場 合 に も、 そ の ま ま成 り立 つ と考 え られ る。

5.2.派 生 的 用 法

 aboveが 垂 直 軸 上 の 概 念 で あ り、点 を基 準 とす る こ と、そ れ に対 し てoverが 広 が りの あ る基 準 を

持 つこ と は、 つぎの 例 群 か ら も窺 い知 る こ とが で き る。 （16） は “above 100” とい う文 字 列 を含 む

例 で あ り、 （17） は “over 100” を含 む 例 で あ る。 “above 100” を含 む （16a－d） の例 は、 そ れ ぞ れ 、

人 数 、 気 温 、 速 度 、 割 合 （百 分 率 ） に 関 す る数 値 を表 し て い る。

(16)  a  . The number of internet users in China has risen above 100 million for the first 
 time,  ....



 b  . Texas has recorded daytime temperatures of above  100° Farenheit (37°Celsius) for 
   20 days in a  row,  .... 

 c  . It concluded that all trains travelling above 100 mph (161 kmh) should be fitted 
   with the European Train Control System (ETCS) by 2010. 

 d  . ZimbabweKÑ s crisis has  seen  ... the inflation rate soar above 100%.

い ず れ の概 念 も、 物 理 空 間 に直 接 関 与 す る垂 直 軸 で はな く、 物 理 的 な 垂 直 軸 を それ ぞ れ の 領 域 に投

射 し て数 値 の 配 列 を構 造 化 した比 喩 的概 念 で あ る。この よ うな 比 喩 的 用 法 にお い て も、aboveは 数 値

を基 準 に して 、 そ の上 方 に他 の 数 値 の存 在 す る 区域 を指 定 し て い る。

 上 の例 と、つ ぎの “over 100” の 例 を比 較 し よ う。（17a－c）で はover 100 people、 （17d）で はover

100 filmsが 、そ れ ぞ れ 人 の 数 と映 画 の 数 を表 して い る。 これ ら は、“above 100” の例 群 で 観 察 した

数 値 に似 て い る けれ ど も、決 定 的 に異 な る点 が あ る。それ は、over 100 peopleとover 100 filmsが

事 象 の 参 与 者 に な っ て い る点 で あ る。

(17)  a  . Over 100 people attended the meeting in Haverfordwest. 
 b  . Bird flu has killed over 100 people worldwide. 

 c  .  ... an operation mounted by the federal police arrested over 100  people  ...  . 
 d  . She made her cinema debut at the age of 15 and appeared in over 100 films.

そ れ ぞ れ の例 文 が 表 現 して い るの は、 人 々 が 、 会 議 に 出 席 した こ と、 病 に倒 れ た こ と、 逮 捕 さ れ た

こ と、 あ るい は、 人 物 が 映 画 に 出 た こ とで あ る。 表 現 され て い るの は、 数 値 の 範 囲 を 直 線 上 に 指 定

す る こ とで は な く、あ る数 の 人 や 物 が あ る出 来 事 に 関 与 した こ とで あ る。た とえ ば 、（17a）で はover

100 peopleは 、100 peopleが 占 め る ま と ま りを基 準 に して 、 そ れ よ り大 き い ま とま り とな る人 々 が

会 議 に 出席 した と解 釈 す る と考 え られ る。 この と きoverは 、 数 直 線 上 の 点 と して の 人 数 で は な く、

身体 を持 つ 人 々 の ま と ま り とい う広 が りを基 準 に して い る と考 え られ る。

 aboveとoverを 対 比 す る例 群 を、 も うひ と組 見 る こ とに し よ う。 売 買 に 関 わ る “sold above” と
“sold over” とい う文 字 列 を含 む 表 現 を対 比 す る と

、 aboveは 値 段 を表 し、 overは 商 品 の数 量 を表

わ し て い る こ とが わ か る。aboveの 例 （18a－b）で は 、競 売 品 が評 価 額 よ り高 い価 格 で 売 れ た こ と と、

入 場 券 を額 面 よ り高 く再 販 して は な らな い こ とが 表 現 され て い る。

(18)  a  . Three of the star lots also sold above estimate, with BaconKÑ s Self Portrait going 
        for £ 5.16m - almost three times its  £1.4-  £1.8 million guide price. 

 b  . The Welsh Rugby Union said it clearly stated on each ticket that they are not to 

        be re-sold above face value.

い ず れ も、aboveは 値 段 と い う垂 直 軸 上 で 、 estimateとface valueと い う点 を基 準 に して 、そ れ よ

り上 方 に 価 格 が 存 在 す る区 域 を指 定 して い る。

 それ と は対 照 的 に 、overの 例 （19a－b） に 目 を 移 す と、 overが 指 定 す るの は、 本 の 冊 数 とア ル バ

ム の 枚 数 で あ る。 本 とア ル バ ム は、 売 る行 為 の 対 象 に な っ て い る。

(19)  a  . The book, published last September, has sold over one million copies. 
 b  . The band have sold over 100 million albums  worldwide  ....



こ こで もoverは 、 （19a）の場 合 、 one million copiesを 量 的 広 が りの あ る本 の ま と ま り と し て扱 い 、

それ よ り多 い 本 の 山 を表 して い て 、 それ 全 体 が 売 られ た と解 釈 で き る。 （19b） に つ い て も、 同 様 の

解 釈 が成 り立 つ。 上 の （17）の例 で 観 察 した の と同 様 に、 こ こで も、overの 付 く表 現 は、 事 象 の参

与 者 と して の 役 割 を果 た して い る。

 つぎ に 、年 齢 の 表 現 にaboveとoverが 現 わ れ る場 合 に つ い て 触 れ る。人 の 年 齢 に 関 し て は 、 over

の 方 が 使 用頻 度 は 高 い け れ ど も、aboveとoverど ち ら も用 い られ る。 （20）の 例 は 、 the age of X、

（21）の 例 は、X years oldで あ り、 そ れ らがaboveとoverの ど ち らの 基 準 に も な り う る こ と を示

して い る。

(20)  a  . Under Swiss law, men above the age of 18 have to be ready for a call to service, 

            

. . . . 

 b  . Citizens over the age of 18 may vote. 

(21)  a  . This man must have had a hatred for women above 50 years old as his own mum 
       didnKÑ t make it there. 

 b  . The democratic elections being held next week will allow anyone over 18 years old 
         to vote.

aboveが 用いられる使用例 は、年齢を垂直軸によって概念化 し、年齢 の目盛 りの付いた線上 に人 を位

置付 けると仮定すれば、扱うことがで きる。overは 、広が りのあるものを基準 とす るので、年齢が

aboveの 場合のように垂直軸 として概念化 されている場合でも、水平の広が りや立体的量 として概

念化 されている場合で も扱 うことができるので、overに 関 して年齢が どの ように概念化 されている

のかという問題は、未解決の課題 として残すことにする。

 最後 に、年月、時間などの期間を表わす表現を見 ることにしよう。結論 から言えば、期間の表現

には、overが 現われ、 aboveが 用い られることはない。期間が広が りであるとすれば、これは当然

の帰結である。た しかに、時間を含む表現にaboveが 用いられることはある。しか し、その場合に

aboveが 表すのは、期間ではな く、数値の区域である。た とえば、 （22a－b）では、 above 60 hours

とabove their contracted hoursは 勤務時間数が基準を上回ることを表 しているのであり、勤務 し

た期間 を表すのではない。 このような場合には、垂直軸によって時間数が構造化されていると考え

られる。

(22)  a  . ... more than nine out of every 10 of the head teachers said they worked above 60 
        hours every week. 

 b  . As of August  2003... more than a half of senior house officers were still working 

        above their contracted hours.

 期 間 を表 す典 型 的 な 表 現 で あ るfor前 置 詞 句 に 目 を向 け よ う。for前 置 詞 句 の 中 で は 、overが 現 わ

れ る こ とは あ る け れ ど も、aboveが 現 わ れ る こ と は な い 。た と え ば 、（23a）のfor over twenty years

の よ う な例 は 、 あ りふ れ た 例 で あ る。 しか し、aboveを 用 い た ＊for above twenty yearsの よ う な

使 用 例 を見 出 す こ と はで きな い 。

(23)  a  . I have been a Mac user for over twenty  years  ....



 b  . Some houses were without electricity for over two days. 

 c  . Christine cried for over two hours  yesterday  ....

このようにoverが 用いられることは、期間に広が りがあることを示唆 している。それでは、その広

が り方は、垂直方向なのか、水平方向なのか、それともある種のかた まりなのだろうか。今のとこ

ろ、期間は水平方向への広が りと見なしてお くことにする。さらに具体的に言えば、期間は、物理

空間内の道 （経路） に重なって存在すると考えてもよいであろう。 ある経路 を通ってある距離 を進

めば、それに相当して時間がかかるという経験が、経路 と期間の関係を支 えていることになる。つ

ぎの例 では、forを 用いずに、直接overに よってある期間を表している。

(24)  a  . Over the years IKÑ ve been able to interview presidents and prime ministers. 
 b  . Over the weeks, she gradually became more and more aware. 

 c  . ItKÑ s hard to imagine what she must have been through over the past  days  ....

先ほどの例 （23）では、た とえばforが 期間を明示 して、 overがtwenty yearsを 越えた長 さを表 し

ていたのに対 して、 こちらの例 （24）ではoverがthe yearsを 基準 にして、その上方にある区域 を

指定する。主体 （人物）は、何かを行いながらこの区域 を通過するというのが、 この文の構造であ

ると思われる。 このように、期間が物理的な経路に重なる概念であるという仮定は、Lakoff and

Johnson（1980） の時間のメタファーに従 う考え方である。

 以上で、aboveとoverに 関する観察を終わる。同じ上方 という概念 に依存 していても、aboveの

意味 は、垂直軸上の区域であるので、線的で、単純である。それに比べてoverは 、基準 としてとる

ものに広がりを認めるので、基準の広が り方によって指定区域の大きさや形が様々に決 まって くる。

使用例 に基づいた観察 によって、 この相違が明らか となった。

6.お わ りに

 この論文の目的は、aboveとoverと いう2つ の前置詞の意味 を比較することによって、よく似て

いるけれ ども、 どこかで確実に異なっている2語 の類似点 と相違点 を明 らかにすることにあった。

英語の前置詞 は、 もちろん他にも数多 くあ り、2語 に限定 して考察するのみでは、前置詞一般のは

た らきを見失 う恐れがある。 また、 この方法では、他の前置詞の個々の使用法についての知識 も得

られない。 このように考 えれば、話題を2語 に限定するよりは、 より広い視野か ら多 くの前置詞 を

体系的に記述する方が、研究方法 としては有効であるという答えが出てくるか もしれない。 しかし

なが ら、aboveとoverの2語 の比較研究 を実 りあるものにするためには、この2つ だけを見つめて

いるだけでは済まされない。意味 とは何か、また、前置詞の意味構造 とは何か という、より一般的

な問いに対する答えにもなるよう、2つ の語の意味を推測 し仮定 しなければならない。したがって、

このような見地か らなされた比較研究は、たとえ2語 のみを扱った としても、前置詞一般 に対する

理解 を深めることにつながる。本論で提案 したaboveとoverの 意味記述 と、その前提 となる前置詞

の意味一般に関する仮定が、この2つ のレベルの理解につなが ることを望む。

 っぎに、資料 （コーパス）を用いた前置詞の研究について述べておきたい。先行研究でなされた

観察は、母語話者 としての言語学者が主に内省 によって行 った ものと思われる。それに対 して、本

論で提示 した用例は、すべて実際に使用された言語資料からの引用である。内省 と使用例、 どちら

にも長所があ り、欠点がある。内省の長所は、多義性や最小対立に関して、その意味を直接観察で



きる点であり、欠点 は、分析する本人 に都合のよい解釈に陥る危険があることである。それに対 し

て、使用例 による研究の欠点は、話者の直観 を直接観察で きない点である。 しかし、その長所 は、

話者の内省 という狭い範囲を越 えて、多様 な表現を多数観察 し、各事例について考察できる可能性

があることである。 しか も、それぞれの表現が使用された場面 と文脈 は比較的明瞭である。本論の

後半では、使用例 による研究のこのような長所 を活かすことを試みた。たとえば、検索エンジンを

使用 して興味深いと感 じたことは、（16）と （17）に示したように “above 100” と “over 100” と

いう2種 類の文字列の検索結果が対照的であったことである。内省 に頼 るだけでは、これほど明瞭

な用例群には辿 り着 きに くいであろうと思われる。

 最後に、概念の空間化 という問題に触れておきたい。基本的な物理空間を扱 うとき、aboveは 垂直

軸上の高度差のみを抽出 し、overは 広が りのあるものの上方に区域 を設定する。この2つ が、物理

的上下のない概念に対 して、比喩的に用いられる場合を5.2節 で調べた。aboveは 数値 として扱われ

る概念 （人数、気温、速度 など）に用いられ、overは 具象的まとま りに対 して用い られる。 この相

違を利用すれば、非物理的概念がどのように空間化されているのか調べることができるかもしれな

い。本論の最後では、年齢と期間に関して、 どちらの前置詞が用い られるのかを調べた。 このよう

な手法で他の概念の広が り方を調べる可能性が開かれている。

注

1 「区域 」につ い て は、aboveとoverに 関 して以 下 で論 じる。 「方 向」 とは、 た とえ ば、 She sat with

  her back to the wa11.やShe faced toward the sea.に お け る前 置 詞 句が 表 す意 味 の こ とで あ る。

2 overの 意 味 （5）は、接触 に関 して 中立 的 で あ る。2つ の例 文 、 The boy jumped over the wal1.と

  The boy climbed over the wall.が 示 す よ うに、2つ の もの （こ こで は、 少年 と壁 ） が接 触 す るか

  否 か はover以 外 の要 因 に よって決 ま る。

3 「参照 点 」 につ いて は、Langacker（1987,1999） を参 照。

4 提示 す る使 用 例 は、すべ てBBC Newsか らの引用 で あ る。資 料 は、2006年6月 か ら9月 の 間 に、検

  索サ イ トGoogleを 用 い て収集 した。なお 、使 用例 中の下 線 は、注 目す る箇所 を明示 す るた めに、筆

  者 が施 した もの で ある。
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